第１９章　教育
学校の概況
　大阪府における昭和51年５月１日現在の国・公・私立学校の状況を学校基本調査でみると、学校（本校）総数は2,817校と前年度より65校増えている。この増加数を学校種別にみると、幼稚園25園、小学校21校、中学校５校、高等学校６校、養護学校で１校増えているが、各種学校は27校減少したものの、専修学校への移行が32校あった。大学、短期大学、高等専門学校は前年と同数である。
幼稚園
　幼稚園数（本園）は前年に比べ公立で15園、私立で11園増え、総数857園となった。幼稚園児数は、昭和49年に20万人を突破して以来増加がにぶり、本年も前年の増加数3,244人（対前年増加率1.6パーセント）を下まわる2,704人（同1.3パーセント）にとどまり、就園率（幼稚園修了者数を小学１年児童数で割り100を掛ける）も昨年より0.2ポイント下がり80.7パーセントとなった。一方、教員数（本務者）は259人（対前年増加率3.6パーセント）増加し7,483人となり、本務教員１人当たりの園児数は27.8人（前年に比べ0.6人減）となった。学級数については、前年より120学級（対前年増加率2.2パーセント）増加して5,565学級となり、この結果１学級当たりの園児数は前年の37.7人から37.4人と0.3人減少した。
小学校
　学校数（本校）は、公立で21校増え、総数917校となった。また児童数は、ここ数年３万人を上まわる増加を示していたが、本年は２万8,956人（対前年増加率3.6パーセント）増となり、総数は82万8,297人と、ついに80万人台を突破した。また、学級数は昨年と比べ706学級増え２万2,487学級となった。本務教員数は、前年に比べ3.4パーセント増の２万9,575人となり、そのうち女子教員の占める割合は66.4パーセントで、昨年より0.1ポイント増加した。更に１学級当たりの児童数は36.8人（対前年0.1人増）となり本務教員１人当たりの児童数は昨年同様28.0人である。
中学校
　学校数（本校）は前年に比べ公立の７校の増加、私立の１校の減少により401校となった。生徒数は、昨年より1万6,327人増加して33万9,676人となり、増加率は昨年を0.6ポイント下まわる5.0パーセントにとどまった。学級数は367学級（対前年増加率5.2パーセント増）増え8,722学級になり、１学級当たりの生徒数は、昨年より0.2人増加して38.9人となった。また教員数（本務者）は705人（対前年増加率4.7パーセント）増えて1万5,866人となり、本務教員１人当たりの生徒数は21.4人と、前年の21.3人に比べ0.1人増加した。
高等学校
　学校数は前年に比べ６校増え、総数229校（本校227校分校２校）となった。この内訳を設置者別にみると、国立１校、公立144校、私立84校。課程別には、全日制171校、定時制15校、全日制定時制併置43校となっている。
　生徒数は47年以来増加傾向に入り、51年は1万1,103人（対前年増加4.1パーセント）増加し、28万2,285人となった。また教員数（本務者）も596人（対前年増加率4.3パーセント）増加し、1万4,360人となった。これにより、本務教員１人当たりの生徒数は19.7人（前年19.7人）となっている。本科の学科別生徒数（公私立）の内訳は、普通科21万2,850人（構成比75.8パーセント）、工業科３万1,760人（同11.3パーセント）､商業科２万7,868人（同9.9パーセント）、家庭科3,682人（同1.3パーセント）､農業科1,695人（同0.6パーセント）、厚生科494人（同0.2パーセント）､その他2,470人（同0.9パーセント）となっている。
その他の学校
　養護教育諸学校の学校数（本校）は前年より１校増えて、25校となった。教員数（本務者）は1,546人で幼稚部から高等部までの在学者数は4,965人で、その学級数は783学級となっている。
　各種学校数は、新設７校と廃校が２校、それに専修学校へ32校移行したため、公立で３校減､私立で24校減り、総数で310校となった。また在学者も前年より1万1,322人減り、８万2,581人となり教員数も285人減の2,260人となった。
　今年新設された専修学校は、学校数32校で、在学者数1万1,083人、教員数360人である。
卒業者の進路状況（国立は除いている。）
　中学校卒業者数は3,799人（対前年増加率3.9パーセント）増加して、10万128人になった。進路別にみると、進学者9万2,721人（構成比92.6パーセント）､就職者2,891人（同2.9パーセント）、就職進学者1,336人（同1.3パーセント）､専修学校・各種学校・公共職業訓練施設等入学（所）者2,613人（同2.6パーセント）、無業者516人（同0.5パーセント）､その他51人（同0.1パーセント）となっている。進学状況についてみると、就職進学者を含む進学者総数は９万4,057人で前年度に比べ、3,015人増加し、進学率で93.9パーセントとなった。また就職状況では就職進学者を含む就職者総数は、年々減少の一途をたどり､51年度は4,227人で､就職率は4.2パーセントと低下した。これを産業別にみると、第２次産業の製造業に就職したものが2,486人で全体の58.8パーセントを占め、職業別では技能工・生産工程作業者として就職したものが2,780人で全体の65.8パーセントを占めている。
　高等学校の卒業者数は716人（対前年増加率0.9パーセント増）と昨年よりわずかではあるが増え、総数７万8,666人となった。これを進路別にみると、進学者は３万2,589人（構成比41.5パーセント）､就職者は２万4,659人（同31.3パーセント）、就職進学者は585人（同0.7パーセント）､専修学校・各種学校・公共職業訓練施設等入学（所）者は5,846人（同7.4パーセント）、無業者は1万4,783人（同18.8パーセント）、その他は204人（同0.3パーセント）となっている。
　進路状況についてみると、就職進学者を含む大学・短期大学等への進学者総数は、45年より上昇をつづけていたが、今年始めて871入減少し３万3,174人となり、進学率では42.2パーセントとなった。次に就職状況では、就職進学者を含む就職者総数は､前年より1,514人減少して2万5,244人となり、就職率は32.1パーセントとなった。就職者を産業別にみると、最も多いのが卸売業・小売業の7,356人で全体の29.2パーセントを占め、次いで製造業の7,079人（構成比28.1パーセント）､金融・保険業の4,553人（同18.0パーセント）となっている。また、職業別では事務従事者が１万2,338人で、全体の48.9パーセントを占め、次いで技能工・生産工程作業者の5,612人（構成比22.2パーセント）となっている。
